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地域が抱える課題を理解し、実現可能な地域活性化の提案を検討することである。現地フィールドワークにて、家島の
風土と資源についていえしま案内人の中西氏に説明いただいた。また、空き家改修予定の物件と現在改修中の空き家
の視察を行い、その後現地フィールドワークを実施し家島の状況把握を行った。学生は空き家改修の活動にむけての活
動準備とともに、家島の現状と課題を分析し、家島の地域活性化案を提案、活動を実施する。

いえしまコンシェルジュ中西氏より本学に依頼があった。姫路市家島本島には約2,200人が居住している。家島は坂や
階段が多いことから高齢者にとって住みづらく、また島の産業である採石業や海運業の需要減少と就業機会や教育機
会の乏しさから島外への流出に伴う著しい人口減少が生じた。島をいかに存続させるか、人口減少と空き家の増加へ
の対策が必須となっている。
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辻本ゼミでは、快適に生活することに関して住宅内の環境だけでなく街の環境についても分析・考察し、社会共創活動
への積極的な参加を促している。家島の人口減少や空き家の増加など地域の課題を実体験し、課題解決のための一
助となる活動を実施する。
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家島の地域活性化につながる魅力発見と課題解決にむけた提案と
活動に取り組む。

現地を視察したことで、空き家の実態と島の美しい風景や島民のフ
レンドリーな対応など家島の資源と地域の魅力を発見した。現地の現
状と課題を体験により発見し、地方都市のかかえる課題を実体験を
通じて理解した。地域活性化の関わる人材として積極的に関わる必
要性と意欲を持つことができた。


